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第11図　冬のある夜の旭川市内の局地現象
　　　　（昭和43．2．9）．

ると，冬霧の減少は私が工場雪を追い回している頃すで

に始まっていたのである．

　工場雪の調査中，同じ頃細氷の調査をしていた仲間と

ある夜ジープで移動観測に出掛けた．第11図がそれであ

る．午後10時，気象台（M点）を出る時は雲の多い天気

ではあったが見通しは割合よく，雪は降っていなかっ

た．旭橋付近では川霧が流れており，河原のスケート・

リンク（A点）は濃い霧の中にあった．移動してパルプ

の煙の流れている下のB点に行くと霧はなく，細かい雪

（工場雪）が降っていた．そして排水口上流の川面の凍

る牛朱別河畔のC点では月が輝き，電灯光を透かして見

ると，細氷がきらきらと写し出された．

　今にして思うと，川霧の直接の広がりは川沿いの一部

に限られ，旭川全体を覆う都市霧の本体は家庭を含め工

場等から人為的に排出される凝結核物質や水分によって

いたようだ．冬霧増加の主因を不凍河川に求めたのは私

の誤りであったのかも知れない．しかし，パルプ工場が

あり，河川が凍らない限り，第11図のような細域の現象

は今も現れているであろう．

　10．あとがき

　結局，昭和40年前後の数年間の調査で私が得た確信は

今は揺らいでいる．しかし，調査の過程において体験し

た予期せざる現象から幾つかの大きな成果を得る事がで

ぎ，それにより知見を広めることが出来た．それは日々

の業務にも反映でぎ，私の人生そのものでもあった．現

象を見つめること，それは気象に親しむ者にとって価値

のあることと思っている．

　霧を知ることは，雲物理の追求，ひいては天気の翻訳

に通ずる．高松気象台で行った予報研修において，簡単

な雲物理の話をした．受講生の感想には，そんなことよ

りも予報作業の手順等をもっと丁寧にやって欲しかった

という意見があった．どうやら予報作業における思考過

程の説き方が不十分であったらしい．
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